
代表委員会 委員長 細川 颯心 

 西六小をあいさつの響く学校になるように毎週

月曜日に校門に立ってあいさつ運動をしていま

す。他にもユニセフ募金や行事のスローガン決め

などを行ったり、学校の課題について話し合った

り、学校をよりよくするために活動しています。 
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大田区立西六郷小学校 

校長  染谷 武志 
TEL3732-9611 FAX3732-9613 

https://www.ota-school.ed.jp/nishirokugou-es/ 

１ 月 の 予 定 
1 日（日） 元日 

5 日（金） 冬季休業日終 

8 日（月） 成人の日 

9 日（火） 始業式 特別時程 

10 日（水） 給食始 安全指導 

書き初め（1・2校時） 

12 日（金） なわとび週間始（２月 1 日まで） 

        医療相談（四組） 

15 日（月） 校内書き初め展始 

         委員会活動 身体測定（６年） 

16 日（火） 避難訓練（火災）身体測定（５年） 

17 日（水） 小中一貫教育の日（特別時程） 

身体測定（4 年） 

18 日（木） 身体測定（3 年） 

19 日（金） 身体測定（2 年） 

20 日（土） 土曜授業 

22 日（月） クラブ活動 身体測定（1 年） 

23 日（火） 身体測定（四組） 

24 日（水） 人生 100年健康寿命延伸 

プロジェクト（6 年） 

25 日（木） 研究授業（3－2 以外午前授業） 

27 日（土） 土曜補習 

29 日（月） クラブ活動  クラブ見学（３年） 

校内書き初め展終 

30 日（火） アレルギー会議 

31 日（水） 午前授業 

                
～校内の代表者を紹介します～ 

読書感想文コンクール 
・感想文 ３－２ A・Y   ６－２ Ｙ・Ｉ 
・感想画 １－１ W・M   １－２ N・Y 
・読書標語 ５－１ H・T   ５－２ O・M 

５－２ T・S   ６－２ Ｋ・Ｙ 
作文コンクール 
 ・作文  ２－２ N・K    ４－２ Y・H   ５－１ W・R 
 ・詩  ３－１ Y・K 
 ・短歌  ６－２ I・R 

 

笑顔と温かさあふれる未来を創る子どもたち 

校長 染谷 武志 

子どもの頃に聴いていたラジオ番組に「全国こども電話相談室」

というものがありました。それは子どもたちから寄せられる様々

な質問に、各界の専門家やスポーツ選手、タレントの方々が先生

になって答えていくといった内容で、「雨は見えるのに風が見えな

いのはなぜですか。」「人間はどうして戦争をするのですか。」など

など、子どもたちの素朴な疑問にどんな答えが返ってくのかが聴

きどころ。ごくまれに、回答者の先生が降参するような難問が飛

び出すのも生放送ならではの楽しさでした。40 年以上も続いた長

寿番組で、全国からラジオ局につながったのは、電話をかけた子

どもたちのごく一部だったでしょうから、子どもたちから生まれ

る疑問は無限大。子どもの世界には「知りたいこと」が満天の星

空のように瞬いているといえましょう。 

 もし学校が、子どもの世界に散りばめられた「知りたいこと」

に光を当てて、その答えを見つけ出すところだったら、勉強はど

んなにか楽しいものになるでしょう。でも、学校にはそれぞれの

学年に合わせて各教科等の学習内容が系統的に用意されています

から、思いのままに「知りたいこと」を追求する冒険はできませ

ん。その代わりに私たち教師は、新しく出会う学習内容が、子ど

もたちにとって「知りたいこと」「挑戦したいこと」になるように

授業づくりを工夫しています。探究心という成長の原動力に火を

つけることができるよう、発問を吟味したり資料を準備したりし

ているのです。 

 ところで先の「戦争」の質問に対してはこんな回答があったそ

うです。「お兄ちゃんとお姉ちゃんがけんかをすると『きょうだい

げんか』。国と国がけんかをすると『戦争』。戦争もけんかも一緒

なんです。もっと言葉を使ってけんかをしないように注意するこ

とが必要だね。（当時の回答者 タレント 永六輔さんによる）」永

さんと子どもの温かなやりとりのなかに、単なる「正しさ」とは

別の素敵な「納得」があったのではないかと想像が膨らみます。

今や子どもたちは、タブレット端末を活用して「知りたいこと」

を検索し、世界中の情報とつながることができます。たくさんの

情報の中から必要なものを適切に取捨選択し、新しい知識や概念

を構築していく力はこれからますます大切になっていくでしょ

う。ただそれと同時に、子ども同士や子どもと教師、ゲストティ

ーチャーの方々との温かな関わり合いから生まれる「納得」の答

えというのも、学校では大切にしていきたいと思います。 

今年も、保護者や地域の皆様と共に、笑顔と温かさのあふれる

未来を創る子どもたちを育てていきたいと思いますので、御理

解・御協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

大リーグ・ドジャースの大谷翔平選手から、
西六郷小学校にも３つのグローブが届きまし
た。３学期中に全校の子どもたちが手に取って
触れる機会をつくっていきます。 

＜大谷選手のコメント＞ 
 私はこのグローブが、私たちの次の世代に
夢を与え、勇気づけるシンボルとなることを
望んでいます。それは、野球こそが、私が充
実した人生を送る機会を与えてくれたスポー
ツだからです。グローブを寄贈することで、
子どもたちが野球というスポーツに触れ、興
味をもつきっかけになってほしいと願ってい
ます。 

1月1日の能登半島地震に際し、お亡くなりになられた方々

のご冥福を謹んでお祈りすると共に、被災された皆様に心よ

りお見舞い申し上げます。１日も早く安心・安全な生活を取

り戻せますよう、お祈り申し上げます。 



代表委員会 委員長 S・N 

 代表委員会は、西六小をよりよい学校にするた

めに活動しています。今年度は、毎週月曜日のあ

いさつ運動や行事の運営、開校 90 周年に向けて

の取り組みなどを行いました。これからも頑張っ

て活動していきます。 

体育委員会 委員長 H・S 

 体育委員会では、運動会や体育朝会でのラジオ

体操・長縄の見本、体育倉庫の開け閉めなどをし

ています。体育倉庫では、みなさんが使いやすい

ように整頓もしています。みなさんが運動を好き

になるように活動を頑張っています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内書き初め展 
明日、全クラス一斉に書き初

めを行います。古来より書き初

めは、1 年の仕事始めとしてそ

の年の抱負や目標を書き、うま

くいくことを願うという意味で

行われてきました。1 筆 1 筆に、

新しい年に対する子どもたちの

気持ちが込められることでしょ

う。１月 15 日（月）～29 日（月）

まで、校内書き初め展が行われ

ます。1・2 年は硬筆、3～6 年

は毛筆での書き初めです。ぜひ

ご来校いただき、子どもたちの

頑張りをご覧ください。 

          国語担当 

集会委員会 委員長 Y・I 

 集会委員会は、月に一度朝の時間に様々な企画

をしています。全校の人に楽しんでもらえるよう

に、集会委員が協力して意見を出し合っています。

アイディアを出すのは大変ですが、本番で誰かが

笑ってくれると嬉しくなります。 

放送委員会 委員長 O・T 

 放送委員会は、朝･昼･掃除･下校の放送を流して

います。学校のみなさんに正しい時間とお知らせ

を伝えるように気を付けています。お昼の時間は、

クイズやお話など、みんなが楽しくなるような放

送をしています。 

図書委員会 委員長 I・R 

 図書委員会では、みなさんが図書室で過ごしや

すくするため本の整理や貸し出しなどを行ってい

ます。また、読書月間などのイベントを通して、

たくさんの人に本に興味をもってもらうようにし

ています。たくさん本を読んでください。 

環境・掲示委員会 委員長 Ｏ・Ｙ 

 私たちは、北門に植えてある花の水やり、雑草

ぬきをしています。90 周年の記念植樹の水やり

も頑張っています。また、月に１度掲示板のポス

ターの張り替えをしています。掲示板の前を通っ

たら、ぜひ見てください。 

保健・給食委員会 委員長 S・Ｈ 

 保健･給食委員会では、けが人の手当ての手伝

い、水質検査をしています。他には、みんなが好

きな給食のメニューを調べて献立に入れてもら

う活動もしています。西六小みんなが健康で幸せ

に過ごせるように頑張ります。 

 

委員会活動 がんばっています！ 

飼育委員会 委員長 A・I 

仕事はモルモットのチョコとキャラメルのお世

話です。簡単にお世話といっても、命と健やかな

生活を守るという大きな責任があります。そのた

めにも愛情を注ぎ、みんなにも２匹を好きになっ

てもらえるよう頑張っていきます。 

６年生の委員長が、それぞれの 
委員会の取組について紹介します。 

12 月 15日（金）5年２組の体育科の研究授業を行いました。 

単元名：支え合って倒立～その先へ～  

めあて：補助倒立ブリッジのポイントを理解し、挑戦する。 

 単元を通して 3 人で補助し合い、アドバイスし合う「トリオ学習」を

行っていきました。子どもたちは活動を通して、トリオの全員が課題を

達成するために支え合うことができました。課題を達成した児童の中に

は、運動の技能を高めようと、何度も何度も練習をする子、友達のため

に技を分析し、「肘をピンと伸ばすんだよ。」「地面を見るんだよ。」と具

体的なアドバイスをしている子がいました。 

 今回の学習を行うことで、友達と協力することの大切さ、技能を分

析し、友達にアドバイスを行うことを子どもたちは学ぶことができま

した。 

今回の学習で学んだことを学校生活にも生かしながら、3学期に最高

学年になる準備を行っていきます。 

5 年２組担任 


